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紅梅文庫旧蔵本　桐壺巻表紙（縦 18.0 ×横 18.4 糎）
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紅梅文庫旧蔵本「桐壺」冒頭
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一一二　紅梅文庫旧蔵本源氏物語（写本五十二帖）について

　

紅
梅
文
庫
旧
蔵
源
氏
物
語（
以
下
、
紅
梅
文
庫
本
と
略
）は
、
三
条
西
実
隆
最
初
の
手
沢
本
だ
っ
た〈
文
明
本
〉の
転
写
本
の
流
れ
を
く
む

写
本
で
あ
る
。
た
か
だ
か
室
町
後
期
に
書
写
さ
れ
た
、
し
か
も
転
写
本
に
す
ぎ
な
い
一
本
に
対
し
て
、
ど
う
し
て
「
い
ま
、
な
ぜ
、
紅
梅

文
庫
本
な
の
か
」
な
ど
と
い
っ
た
大
仰
な
問
い
か
け
を
し
て
い
る
の
か
。
以
下
、
次
の
三
つ
の
事
柄
を
説
明
し
て
い
く
こ
と
で
そ
の
理
由

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
（
一
）実
隆
最
初
の
手
沢
本
で
あ
る〈
文
明
本
〉に
つ
い
て　

　
　
（
二
）紅
梅
文
庫
本
が
そ
の
転
写
本
の
流
れ
を
く
む
こ
と
に
つ
い
て　

　
　
（
三
）か
か
る
紅
梅
文
庫
本
を
通
じ
て
新
た
に
み
え
て
く
る
も
の
に
つ
い
て

　

と
は
い
う
も
の
の
、（
一
）に
つ
い
て
は
拙
稿「
三
条
西
家
源
氏
学
に
お
け
る
本
文
形
成
史（
一
）」（
平
成
二
十
八
年
三
月
、
実
践
女
子
大

学
文
芸
資
料
研
究
所「
年
報
」三
十
五
号
所
収
）で
、（
二
）及
び（
三
）の
一
部
に
つ
い
て
は
拙
稿「
ふ
た
つ
の
定
家
本
源
氏
物
語
と
三
条
西
家

本　

―
付
、
実
隆
文
明
本
の
転
写
本
と
し
て
の
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
紹
介
―
」（
平
成
二
十
九
年
三
月
、
同「
年
報
」三
十
六
号
所
収
）で
、
そ

調
査
報
告
　
一
一
二紅

梅
文
庫
旧
蔵
本
源
氏
物
語
（
写
本
五
十
二
帖
）
に
つ
い
て

―
い
ま
、
な
ぜ
、
紅
梅
文
庫
本
な
の
か
（
付
、
桐
壺
・
箒
木
影
印
）
―

上
野
　
英
子



― 58 ―

れ
ぞ
れ
発
表
し
て
き
た
こ
と
で
も
あ
る
。

　

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
既
に
紹
介
済
み
の
部
分
に
つ
い
て
は
要
点
と
若
干
の
補
足
・
訂
正
を
加
え
る
に
と
ど
め
、
紅
梅
文
庫
本
の
本
文
上

の
特
色
に
つ
い
て
今
回
新
た
に
判
明
し
た
点
を
追
加
報
告
し
、
影
印
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
（
一
）
文
明
本

　　

三
条
西
実
隆
の
日
記『
実
隆
公
記
』（
以
下
、『
公
記
』と
略
）は
、
彼
が
二
十
歳
を
迎
え
た
文
明
六
年（
一
四
七
〇
）元
日
の
出
仕
記
事
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
十
年
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
都
を
灰
燼
と
化
し
た
応
仁
の
乱
が
、
よ
う
や
く
終
熄
へ
と
向
か
っ
て
い
た

時
期
で
あ
る
。
一
方
朝
廷
で
は
、
戦
禍
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
禁
裏
御
文
庫
の
復
旧
を
果
た
す
べ
く
、
い
わ
ゆ
る
文
明
年
間
の
〈
古

典
籍
復
旧
運
動
〉
を
始
め
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
に
は
、
鞍
馬
の
疎
開
先
を
引
き
あ
げ
て
帰
洛
し
、
侍
従
と
し
て
出
仕
し

始
め
た
実
隆
も
ま
た
精
力
的
に
参
加
し
て
い
た
よ
う
で
、『
公
記
』
を
読
ん
で
い
く
と
、
公
武
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
古
典
の
書
写
・
校
合
・

加
点
等
の
記
事
が
目
立
つ
。
井
上
宗
雄
氏
が
説
く
よ
う
に
、
実
隆
古
典
学
の
基
礎
は
こ
う
し
た
運
動
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
、
注
１

三
条
西
家
の
源
氏
学
も
ま
た
応
仁
の
乱
の
焼
け
跡
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
公
記
』
で
み
る
限
り
、
実
隆
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
少
な
く
と
も
四
度
、
自
身
の
手
沢
本
と
な
る
源
氏
写
本
を
作
成
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
四
本
を
そ
れ
ぞ
れ
の
完
成
年
次
か
ら〈
文
明
本
〉〈
永
正
本
〉〈
大
永
本
〉〈
享
禄
本
〉と
仮
称
す
る
な
ら
ば
、
最
後
の〈
享
禄
本
〉が

現
行
の
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
三
条
西
家
証
本
源
氏
物
語（
以
下
、
日
大
本
と
略
）で
あ
る
。
な
ぜ
四
度
も
手
沢
本
を
作
っ
た
の
か
と
い

え
ば
、〈
享
禄
本
〉以
外
の
三
本
は
皆
、
経
済
上
の
理
由
か
ら
売
却
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
隆
が
仕
え
た
後
柏
原
天
皇
で

さ
え
、
資
金
不
足
か
ら
、
践
祚
後
、
実
に
二
十
二
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
即
位
の
礼
を
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
注
２

公
家
た
ち
に
と
っ
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て
は
非
常
に
厳
し
い
時
代
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
実
隆
は
、
売
却
し
て
も
直
ぐ
に
ま
た
新
た
な
五
十
四
帖
を
つ

く
り
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
執
着
心
に
は
刮
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　

実
隆
が
初
め
て
自
身
の
手
沢
本
と
な
る
源
氏
物
語
写
本
を
完
成
さ
せ
た
の
は
、
文
明
十
七
年（
一
四
八
五
）実
隆
三
十
一
歳
の
時
で
あ
っ

た
。
同
年
閏
三
月
二
十
一
日
の
日
記
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

　
　

源
氏
物
語
五
十
四
帖
書
写
功
、
今
日
終
之
。
周
備
千
万
、
自
愛
者
也
。
及
晩
宗
祇
・
肖
柏
等
来
。
歌
道
清
談
頗
有
其
興
。
注
３

  と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の〈
文
明
本
〉を
手
放
し
た
の
が
永
正
三
年（
一
五
〇
六
）八
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
、
当
日
の
記
事
に
、

抑
源
氏
物
語
愚
本〔
一
筆
書
之
、
銘
後
成
恩
寺
禅
閤
筆
〕随
分
雖
秘
蔵
之
本
、
甲
斐
国
某
所
望
、
黄
金
五
枚〔
代
千
五
百
疋
〕出
之
乞
取
之
間
遣
之
。
則

又
源
氏
本〔
七
帖
不
足
〕召
置
之
。
値
四
百
五
十
疋
也
。
両
条
共
玄
清
法
師
媒
介
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば〈
文
明
本
〉は
実
隆
が
全
冊
一
人
で
書
写
し
た
も
の
で
、「
後
成
恩
寺
禅
閤
」（
一
条
兼
良
）の
銘
が
付
い
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た〈
文
明
本
〉売
却
金
の
一
部
で
、
二
番
目
の
手
沢
本
と
な
っ
た〈
永
正
本
〉の
中
核
と
な
る
四
十
七
帖
を
購
入
し
て
い
た

こ
と
も
判
る
。

　

こ
の
完
成
か
ら
売
却
ま
で
、
実
に
二
十
一
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
実
隆
は〈
文
明
本
〉を
用
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の

間
に
お
け
る
彼
の
源
氏
物
語
関
連
事
績
は
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
（
イ
）講
釈
受
講
時
に
自
身
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
利
用
し
た
ろ
う
こ
と
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〈
文
明
本
〉
成
立
の
一
週
間
後
、
実
隆
は
宗
祇
や
肖
柏
を
自
宅
に
招
き
、
彼
ら
の
源
氏
講
釈
を
受
講
し
た
。
文
明
十
七
年
閏
三
月

二
十
八
日
か
ら
翌
年
六
月
十
八
日
ま
で
続
き
、
実
隆
に
と
っ
て
は
源
氏
研
究
の
基
礎
と
な
っ
た
講
釈
で
あ
る
。
期
間
中
、
宗
祇
や
肖

柏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
源
氏
本
を
持
参
し
て
講
義
に
臨
み
、
実
隆
も
ま
た
自
身
の〈
文
明
本
〉を
以
て
受
講
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の

講
釈
を
通
じ
て〈
文
明
本
〉が
彼
ら
の
本
文
と
交
差
す
る
機
会
も
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
ロ
）「
青
表
紙
正
本
箒
木
」と
の
校
合
を
加
え
た
ろ
う
こ
と

　
　

文
明
十
九
年
三
月
三
十
日
、
実
隆
は
宗
祇
の
持
参
し
た「
青
表
紙
正
本
箒
木
巻
」を
閲
覧
し
、
翌
日
に
校
合
し
た
。
校
合
結
果
は
当

然
、
自
身
の
手
沢
本
だ
っ
た〈
文
明
本
〉に
書
き
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
ハ
）宮
中
で
の
源
氏
講
読
を
担
当
し
た
時
に
持
参
し
、
読
み
上
げ
た
ろ
う
こ
と

　
　

延
徳
二
年（
一
四
九
〇
）正
月
か
ら
翌
年
十
月
ま
で
、
実
隆
は
勅
命
を
う
け
て
宮
中
で
源
氏
講
読
を
行
っ
た
。
初
回
に
先
立
ち
、
実

隆
は
自
邸
に
宗
祇
を
招
い
て
予
行
演
習
を
行
っ
て
い
る
。
宮
中
で
は〈
文
明
本
〉を
持
参
し
て
読
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
ニ
）系
図
や
注
釈
書
な
ど
源
氏
物
語
研
究
の
際
の
依
拠
本
文
と
し
た
ろ
う
こ
と

　
　

実
隆
が
ま
と
め
た『
源
氏
物
語
系
図
』四
種
の
う
ち
、
長
享
二
年
本
・
明
応
八
年
本
・
文
亀
四
年
本
の
三
種
は〈
文
明
本
〉時
代
の
編

集
で
あ
る
。
ま
た
肖
柏
の
聞
書
を
も
と
に
第
一
次『
弄
花
抄
』（
散
逸
）を
編
集
し
て
い
た
期
間
も
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
も〈
文
明
本
〉

を
依
拠
本
文
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
ホ
）転
写
本
の
作
成
を
許
可
し
た
こ
と

　
　

寄
合
書
き
へ
の
参
加
な
ど
、実
隆
に
源
氏
写
本
の
作
成
依
頼
は
多
か
っ
た
。な
か
に
は
実
隆
が
自
身
の〈
文
明
本
〉を
書
写
し
て
送
っ

た
り
、
あ
る
い
は〈
文
明
本
〉を
転
写
す
る
た
め
一
部
貸
出
し
を
許
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
少
な
く
と
も
次
に
挙
げ
る
二
本

は
全
冊
転
写
し
て
い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

・
明
応
四
年（
一
四
九
五
）六
月
、「
竹
園
上
﨟
局
本
」が
完
成
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・
明
応
五
年
六
月
～
明
応
六
年
正
月
、「
姉
小
路
本
」の
作
成

　

こ
の
う
ち
、「
竹
園
上
﨟
局
本
」を
写
し
た
の
が
本
稿
で
言
う
紅
梅
文
庫
本
で
あ
る
。
一
方『
公
記
』の
記
事
に
よ
れ
ば
、「
姉
小
路
本
」の

一
部
は
、
最
後
の
手
沢
本
と
な
っ
た〈
享
禄
本
〉作
成
時
に
借
用
し
、
完
成
後
に
返
却
し
た
よ
う
で
あ
る
。
注
４

　
　
　
　
（
二
）　

紅
梅
文
庫
本

　

書
名
は
該
書
に
押
さ
れ
た
前
田
善
子
氏
の
蔵
書
印
に
よ
る
。
該
書
は
室
町
後
期
の
写
本
（
五
十
二
帖
。
蓬
生
・
若
菜
上
欠
、
総
角
は
元

禄
十
三
年
の
補
写
）で
、
夢
浮
橋
巻
末
に

本
云此

物
語
五
十
四
帖
以
侍
従
大
納
言
実
ー
卿

自
筆
本
上
﨟
局〔
法
雲
院
／
左
大
臣
女
〕手
自
被
書

写
者
也
深
秘
不
可
遣
他
所
而
已

明
応
四
年
六
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

李
部
王
判

と
い
う
本
奥
書
が
あ
る
。
明
応
四
年（
一
四
九
五
）六
月
一
日
に
記
さ
れ
た「
李
部
王
」（
伏
見
宮
第
五
代
当
主
邦
高
親
王
）に
よ
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
伏
見
宮
家
の「
上
﨟
局
」が「
侍
従
大
納
言
実
―
卿
」（
三
条
西
実
隆
）の
自
筆
本
を
手
づ
か
ら
書
写
し
た
五
十
四
帖
だ
と
い
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う
。「
上
﨟
局
」と
は
、
割
注
に「
法
雲
院
、
左
大
臣
女
」と
あ
る
の
で
今
出
川
教
季
女
の
こ
と
。
教
季
女
は
伏
見
宮
家
に「
上
﨟
」と
い
う
女

房
名
で
仕
え
、
注
５

邦
高
親
王
の
子（
の
ち
に
第
六
代
当
主
と
な
っ
た
貞
敦
親
王
）を
出
産
し
た
の
で
、
局
を
賜
り「
上
﨟
局
」と
呼
ば
れ
た
の
だ

ろ
う
。
一
方
、『
公
記
』に
は
こ
れ
に
呼
応
す
る
記
事
と
し
て
、
邦
高
親
王
奥
書
の
日
付
よ
り
六
日
遅
れ
の
二
十
八
日
条
に

伏
見
殿
上
﨟
源
氏
本
五
十
四
帖
銘
、
今
日
染
筆
。　
（
明
応
四
年
六
月
二
十
八
日
条
）

と
し
て
、
実
隆
が
伏
見
宮
家
の「
上
﨟
源
氏
本
五
十
四
帖
」の
た
め
に「
銘
」を
記
し
た
と
あ
る
。
伏
見
宮
家
で
は
実
隆
自
筆
本
を
書
写
し
て

よ
う
や
く
完
成
し
た
写
本
だ
け
に
、
実
隆
に
も
そ
の
旨
を
記
す
文
章
の
揮
毫
等
を
依
頼
し
た
か
、
あ
る
い
は
題
簽
の
揮
字
等
を
依
頼
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
注
６

　

こ
の
、
明
応
四
年
当
時
の
実
隆
手
沢
本
と
い
え
ば
、
彼
が
全
冊
一
人
で
書
写
し
て
い
た〈
文
明
本
〉と
い
う
こ
と
に
な
る
。
延
徳
年
間
に
、

実
隆
が〈
文
明
本
〉を
持
参
し
て
宮
中
で
源
氏
講
読
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、〈
文
明
本
〉に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

伏
見
宮
家
に
お
け
る
転
写
本
づ
く
り
も
そ
の
延
長
線
上
の
出
来
事
か
と
思
わ
れ
る
。

　

但
し
紅
梅
文
庫
本
の
場
合
、
肩
付
き
に「
本
云
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、〈
文
明
本
〉を
写
し
た
上
﨟
局
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
上
﨟
局
本

の
転
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
紅
梅
文
庫
本
の
書
写
年
代
は
室
町
後
期
で
あ
っ
て
、
近
世
ま
で
は
下
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
た
。
何
と
な
れ
ば
総
角
巻
一
帖
だ
け
が
近
世（
元
禄
十
三
年
）の
補
写
本
な
の
だ
が
、こ
の
総
角
と
比
較
す
る
と
他
の
諸
帖
は
、

表
紙
・
綴
糸
・
本
文
料
紙
い
ず
れ
も
、
少
し
古
び
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
紅
梅
文
庫
本
は〈
六
半
本
〉の
列
帖
装
。
片
面
行
数（
十
行
）も
和

歌
の
書
き
方
も
統
一
さ
れ
て
お
り
、
後
遊
紙
の
枚
数
に
も
無
駄
が
無
い
。
お
そ
ら
く
紙
型
や
片
面
行
数
な
ど
は
底
本
の
書
式
通
り
に
書
写

し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
書
影
を
み
る
に
、
補
写
本
以
外
は
全
冊
丁
寧
な
女
筆
の
よ
う
で
あ
る
。
伏
見
宮
家
で
作
ら
れ
た
、
上
﨟
局
本
の
複
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本
だ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
伏
見
宮
家
に
は〈
文
明
本
〉を
転
写
し
た「
上
﨟
局
本
」が
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、『
公
記
』に
は

〈
文
明
本
〉を
売
却
し
た
後
の
実
隆
が
、
伏
見
宮
家
か
ら
源
氏
本
を
借
用
し
書
写
し
た
と
い
う
記
事
が
散
見
す
る
。
例
え
ば
次
の
通
り
。

　

永
正
九
年（
一
五
一
二
）

六
月
十
二
日　

伏
見
殿
南
御
方
、
源
氏
本
申
出
之
。
十
帖
給
了
。

六
月
十
三
日　

源
氏
今
日
立
筆
。

  　

右
に
挙
げ
た
の
は
実
隆
に
と
っ
て
は
二
度
目
の
手
沢
本
と
な
っ
た〈
永
正
本
〉時
代
の
記
事
で
あ
る
。
永
正
九
年
に
私
に
施
し
た
傍
線
部

「
伏
見
殿
南
御
方
」に
源
氏
本
を
申
し
出
て
、
十
帖
ほ
ど
借
り
て
翌
日
か
ら
書
写
を
開
始
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て『
公
記
』に
は
更
に
、

 

永
正
十
七
年（
一
五
二
〇
）

三
月
十
七
日  

源
氏
料
紙
且
到
来
。
則
申
出
伏
見
殿
南
御
方
本
、
今
日
箒
木
巻
書
始
了
。

三
月
十
九
日　

源
氏
物
語
、
帥
、
西
室
今
日
書
始
之
。

三
月
二
十
一
日　

召
良
椿
、
料
紙
事
等
申
付
之
。

四
月
三
日　

源
氏
料
紙
到
来
。
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箒
木
終
功

四
月
六
日　

桐
壺
巻
立
筆
。

四
月
十
七
日　

源
氏
本
返
進
伏
見
殿
。
又
申
請
之
。

大
永
元
年（
一
五
二
一
）

十
月
十
一
日　

今
日
源
氏
表
紙
事
申
付
、
百
疋
遣
之
。

十
月
十
六
日　

源
氏
本
悉
出
現
、
自
愛

く
。

十
月
二
十
二
日　

召
大
工
令
作
源
氏
箱（
→
二
十
三
日　

箱
完
成
）

十
二
月
二
日　

源
氏
箱
、
外
居
等
令
塗
之
。

  と
あ
る
。
こ
ち
ら
は〈
永
正
本
〉を
売
却
後
、三
度
目
の
手
沢
本
と
な
っ
た〈
大
永
本
〉が
完
成
す
る
ま
で
の
経
緯
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

永
正
十
七
年
三
月
十
七
日
条
に「
源
氏
料
紙
到
来
」と
あ
る
の
は
、
新
た
な
手
沢
本
を
作
成
す
る
た
め
の「
源
氏
料
紙
」が
到
着
し
た
と
い
う

意
味
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
時
も
実
隆
が
例
の「
伏
見
殿
南
御
方
本
」を
借
用
し
、
し
か
も
箒
木
か
ら
書
写
し
て
い
る
。
箒
木
巻
を
写

し
終
え
た
の
は
四
月
六
日
だ
っ
た
よ
う
で
、
引
き
続
き
桐
壺
を
立
筆
。
書
写
に
は「
帥
」（
公
条
）や「
西
室
」（
公
順
）も
加
わ
り
、
十
一
日

後
に
は
伏
見
殿
に
源
氏
本
を
返
却
し
、
さ
ら
に「
又
申
請
之
」と
あ
る
。
全
冊
か
否
か
は
不
明
だ
が〈
大
永
本
〉に「
伏
見
殿
南
御
方
本
」が
関

係
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
出
来
た〈
大
永
本
〉も
享
禄
二
年（
一
五
二
九
）八
月
に
売
却
し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
実
隆
は
最
後
の
手
沢
本
と
な
っ
た〈
享
禄

本
〉を
作
成
す
る
時
に
も
ま
た
、
桐
壺
・
箒
木
・
空
蝉
の
底
本
に
、
大
永
五
年（
一
五
二
五
）に
公
条
が〈
大
永
本
〉を
転
写
し
た
写
本
を
用

い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。〈
享
禄
本
〉す
な
わ
ち
現
行
の
日
大
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
本
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
注
７
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大
永
五
年
六
月
二
十
七
日　

書
写
之（
日
大
本
桐
壺
巻
・
本
奥
書
）

大
永
五
年
八
月
二
日　

書
写
了（
同
箒
木
巻
・
本
奥
書
）

大
永
五
年
八
月
七
日　

終
日
書
之（
同
空
蝉
巻
・
本
奥
書
）

　

で
は
伏
見
宮
家
の「
南
御
方
本
」と
さ
き
の「
上
﨟
局
本
」と
は
同
じ
写
本
な
の
だ
ろ
う
か
。そ
も
そ
も
両
者
は
同
一
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。

当
初
稿
者
は
、
大
永
五
年（
一
五
二
五
）の
時
点
に
な
る
と
実
隆
が
三
条
実
香
女
を
し
て「
上
﨟
局
」と
呼
ん
で
い
る
こ
と
、
更
に
所
生
の
貞

敦
親
王
が
新
当
主
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
季
女
は
上
﨟
局
か
ら
南
御
方
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
父
邦
高
親
王
の
出
家
が
永
正
十
三
年（
一
五
一
六
）だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
隆
は
そ
れ
以
前
か
ら「
南
御
方
」の
源
氏
本
を
借

用
し
て
い
る
。
両
者
は
別
人
と
み
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
は
い
え
、
実
隆
が
伏
見
宮
家
の
本
を
少
な
く
と
も
二
度
に
亘
っ
て
借
用
・
転
写
し
て
い
た
こ
と
、〈
大
永
本
〉〈
享
禄
本
〉
の
少
な
く

と
も
そ
の
一
部
に
は
、
伏
見
宮
家
の
本
が
取
り
込
ま
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
実
隆
が
こ
こ
ま
で
同
家
の
本
文
に
執
着
し
た
の

は
、
思
う
に
、〈
文
明
本
〉
の
転
写
本
だ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
伏
見
宮
家
に
お
い
て
今
出
川
教
季
女
の
書
写
し
た
源
氏
本
（
上
﨟

局
本
）
が
南
御
方
に
譲
渡
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
南
御
方
の
許
で
上
﨟
局
本
が
転
写
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、〈
文
明
本
〉
売
却
後
の

実
隆
が
、
終
始
伏
見
宮
家
の
源
氏
本
に
執
着
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
池
田
亀
鑑
氏
は『
源
氏
物
語
大
成　

巻
七　

研
究
資
料
篇
』注
８の
な
か
で
、紅
梅
文
庫
本
と
同
じ
奥
書
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
一
本
を「
日

高
氏
蔵
の
古
写
本
」と
呼
び
、
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
た
。
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右
日
高
氏
蔵
本
に
よ
れ
ば
、
実
隆
の
書
写
し
た
本
が
あ
り
、
そ
の
本
文
は
な
ほ
純
粋
な
青
表
紙
本
の
特
性
を
伝
へ
て
ゐ
た
が
、
公
条

の
書
写
し
た
現
存
の
三
条
西
家
本
に
は
既
に
河
内
本
と
の
混
成
が
生
じ
て
ゐ
る
。（
七
八
頁
）

「
日
高
氏
蔵
の
古
写
本
」に
つ
い
て
は
、
私
に
施
し
た
傍
線
部「
な
ほ
純
粋
な
青
表
紙
本
の
特
性
を
伝
へ
て
い
た
」と
評
価
し
な
が
ら
、
な
ぜ

か
説
明
は
こ
れ
だ
け
で
写
真
の
掲
載
も
無
く
、
池
田
氏
の
筆
は
す
ぐ「
三
条
西
家
本
」（
日
大
本
）へ
と
移
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の
事
情
で
、

満
足
に
調
査
で
き
な
か
っ
た
か
ら
か
。そ
れ
と
も
氏
の
関
心
は
三
条
西
家
本
か
ら
大
島
本
へ
と
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
、「
本
云
」か
ら
始
ま
っ
て
奥
書
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
日
高
氏
蔵
の
古
写
本
」な
る
も
の
が
、
現
在
の
紅
梅

文
庫
本
だ
と
い
う
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
前
田
善
子
氏
は
池
田
氏
に
師
事
し
て
お
り
、「
紅
梅
文
庫
」と
い
う
文
庫

名
も
池
田
氏
の
命
名
だ
と
い
う
。
注
９

加
え
て
氏
は
紅
梅
文
庫
の
集
書
に
も
助
言
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、注1
注

日
高
氏
蔵
本
が
紅
梅
文
庫
に
入
っ

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
池
田
氏
の
紹
介
に
よ
っ
て
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
池
田
氏
が
何
を
根
拠
に「
な
ほ
純
粋
な
青
表
紙
本
の
特
性
を
伝
へ
て
い
た
」と
評
価
し
て
い
た
の
か
、
紅
梅
文
庫
本
を『
大
成
』柏

木
巻
の
校
異
に
あ
わ
せ
て
調
査
し
て
み
る
と
、
大
島
本
以
上
に
定
家
本
に
近
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
す
な
わ
ち『
大
成
』で
は
前
田
家
尊
経

閣
文
庫
蔵
藤
原
定
家
自
筆「
柏
木
」を
底
本
に
、
大
島
本
・
横
山
本
・
榊
原
家
本
・
陽
明
文
庫
本
・
肖
柏
本
・
三
条
西
家
本（
本
稿
で
言
う

日
大
本
の
こ
と
）
の
六
本
と
の
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
紅
梅
文
庫
本
を
あ
わ
せ
る
と
、
定
家
本
に
対
す
る
青
表
紙
七
本

の
異
同
総
数
は
四
八
四
例
、
個
々
の
内
訳
は
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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（
鎌
倉
期
写
本
）

（
室
町
期
写
本
）

　

横
山
本　
　
　

一
四
六
例

　

陽
明
文
庫
本　

一
四
三
例

　

榊
原
家
本　
　

一
〇
八
例

　

肖
柏
本　
　
　
　

一
八
六
例

　

三
条
西
家
本　
　

一
二
八
例

　

大
島
本　
　
　
　

一
二
六
例

　

紅
梅
文
庫
本　
　

一
〇
八
例

　

紅
梅
文
庫
本
の
異
同
数
（
一
〇
八
例
）
は
榊
原
家
本
と
も
ど
も
最
も
少
な
い
数
値
で
あ
る
。
ま
た
三
条
西
家
本
（
一
二
八
例
）
も
大
島
本

（
一
二
六
例
）の
数
値
と
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。
尤
も「
あ
り
ぬ
へ
き
な
と
」（『
大
成
』一
二
三
八
頁
⑭
行
目
）の
く
だ
り
、
他
の
諸
本
が「
あ

り
ぬ
へ
き
こ
と
に
な
ん
な
を
は
ゝ
か
り
ぬ
へ
き
な
と
」と
す
る
の
に
対
し
て
、
大
島
本
だ
け
が「
あ
り
ぬ
へ
き
な
ん
と
」と
す
る
な
ど
、
大

島
本
は
定
家
本
と
強
い
同
調
性
を
示
し
た
部
分
も
あ
る
の
だ
が
、
柏
木
巻
で
は
比
較
的
細
か
な
異
同
が
目
立
っ
た
よ
う
で
あ
る注1

注

。

　

そ
の
た
め
か
、
柏
木
に
お
い
て
紅
梅
文
庫
本
は
榊
原
家
本
と
並
び
、
大
島
本
よ
り
も
定
家
本
に
親
し
い
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
前
稿
で
指

摘
し
た
よ
う
に
、『
藤
原
定
家
自
筆
本　

源
氏
物
語
奥
入
』
に
み
え
る
定
家
の
残
存
本
文
（
定
家
の
手
沢
本
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ

る〈
六
半
本
〉か
ら
、
奥
入
と
共
に
切
り
取
ら
れ
た
巻
末
本
文
）と
比
較
す
る
と
、
紅
梅
文
庫
本
は
訂
正
前
の
大
島
本
本
文
よ
り
も
残
存
本

文
に
親
し
く
、
訂
正
後
の
大
島
本
と
は
ほ
ぼ
同
じ
位
相
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
室
町
期
に
お
け
る
源
氏
物
語
の
写
本
づ
く

り
は
、
取
混
ぜ
本
を
寄
合
書
き
で
作
成
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
柏
木
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
が
、
巻
に
よ
っ
て
本
文
の

位
相
が
異
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
全
巻
を
通
じ
て
の
調
査
が
必
要
不
可
欠
な
所
以
で
あ
る
。
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（
三
）　

紅
梅
文
庫
本
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
も
の

　

紅
梅
文
庫
本
の
存
在
意
義
は
、
今
は
散
逸
し
た〈
文
明
本
〉の
概
要
が
、
こ
の
紅
梅
文
庫
本
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
点
に
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
が
判
明
す
る
以
前
は
、〈
享
禄
本
〉（
す
な
わ
ち
現
行
の
日
大
本
）以
外
の
実
隆
手
沢
本
が
悉
く
散
逸
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

実
隆
の
源
氏
物
語
本
文
を
論
じ
る
際
に
は
、
主
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本（
以
下
、
書
陵
部
本
と
略
）と
日
大
本
と
が
、
取
り
挙
げ
ら
れ
て
き

た
の
だ
っ
た
。
こ
の
二
本
に
つ
い
て
少
し
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
書
陵
部
本
だ
が
、
同
本
に
は
、

「
此
物
語
五
十
四
帖
以
青
表
／
紙
証
本
令
書
写
校
合　

銘
是
／
当
代
宸
翰
也　

殊
可
謂
珍
奇
／
可
秘
蔵
々
々
／
権
大
納
言
藤
実
隆（
花
押
）」

　
　
　
　
　
　
　
（
桐
壺
巻
）

「
此
物
語
以
青
表
紙
／
証
本
終
全
部
之
書
／
功
者
也
／
亜
槐
下
拾
遺
小
臣（
花
押
）」（
夢
浮
橋
巻
）

と
い
う
、
実
隆
権
大
納
言
時
代（
一
四
八
九
～
一
五
〇
六
）の
奥
書
が
あ
っ
て
、「
以
青
表
紙
証
本
」と
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
岩
波
日
本
古
典

文
学
大
系
本（
旧
大
系
）の
底
本
に
採
用
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
。

　

一
方
の
日
大
本
に
は
、

「
享
禄
四
年
正
月
廿
二
日
終
書
写
之
／
功
者
也
／
槐
陰
逍
遙
叟
堯
空
」（
夢
浮
橋
）
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な
ど
の
書
写
奥
書
が
あ
り
、
実
隆
が
晩
年
（
七
十
七
歳
）、
出
家
し
て
か
ら
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
底
本
の
一
つ
が
「
夢
庵
所
持
之

古
本
」（『
公
記
』）で
あ
っ
た
が
、
日
大
本
花
宴
巻
に

「
本〔
肖
柏
筆
〕／
以
京
極
黄
門〔
定
家
卿
〕自
筆
校
合
畢〔
十
六
枚
〕」

と
い
う（
お
そ
ら
く
は
肖
柏
の
）本
奥
書
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
け
て
実
隆
の

「
享
禄
三
年
正
月
十
九
日
書
写
了
／
奥
入
以
別
紙
写
之〔
二
月
廿
八
日
一
校
了
〕／
桑
門
堯
空〔
七
十
六
歳
〕」

と
い
う
書
写
校
合
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
日
大
本
花
宴
巻
の
底
本
は
、
定
家
自
筆
本
と
の
校
合
を
経
た
写
本
で
あ
り
、
か

つ
巻
末
に
奥
入
を
有
し
た
本
文
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
日
大
本
は『
大
成
』に
校
合
本（
略
号「
三
」）と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
こ
の
書
陵
部
本
と
日
大
本
は
、
片
や
権
大
納
言
時
代
の
三
条
西
家
本
、
片
や
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
の
三
条
西
家
本
と
見
做
さ
れ
、

共
に
実
隆
の
青
表
紙
本
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

（
ａ
）�池
田
亀
鑑
氏
が
青
表
紙
原
本
と
認
定
し
た〈
四
半
本
〉四
帖（
柏
木
・
花
散
里
・
行
幸
・
早
蕨
）と
の
親
近
度
は
、
大
島
本
に
及
ば

な
い
こ
と

（
ｂ
）両
本
共
に
、
一
部
に
河
内
本
系
の
本
文
が
紛
れ
て
い
る
こ
と
。

（
ｃ
）�更
に
書
陵
部
本
の
場
合
は
、
河
内
本
系
の
巻（
玉
鬘
・
匂
兵
部
卿
）や
、
別
本
の
巻（
須
磨
・
梅
枝
・
柏
木
・
宿
木
）ま
で
含
ま
れ
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て
い
る
こ
と
。

等
の
傾
向
が
明
か
に
な
る
と
、
青
表
紙
本
と
し
て
の
純
度
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
た
場
合
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
池
田
亀
鑑
氏
が
青
表

紙
原
本
と
認
定
し
た〈
四
半
本
〉と
の
親
疎
関
係
か
ら
み
て
、
三
条
西
家
本
は
大
島
本
に
は
及
ば
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
就
中
書

陵
部
本
に
つ
い
て
は
、
大
島
本
と
大
き
く
乖
離
し
た
部
分
が
目
立
ち
、
か
か
る
本
文
に「
以
青
表
紙
証
本
令
書
写
校
合
」と
揮
毫
し
た
実
隆

の
、〈
青
表
紙
本
〉観
そ
の
も
の
に
対
す
る
不
審
感
さ
え
生
じ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
阿
部
秋
生
氏
は
、
書
陵
部
本
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

そ
の
本
文
は
、
い
わ
ゆ
る
伝
定
家
本
を
は
じ
め
と
す
る
鎌
倉
期
書
写
の
青
表
紙
本
と
は
か
な
り
距
離
の
あ
る
も
の
で
、
む
し
ろ
室
町

期
書
写
の
青
表
紙
の
本
文
に
近
く
、現
象
的
に
言
え
ば
、河
内
本
に
一
段
と
近
い
形
を
往
々
に
し
て
み
せ
る
本
文
で
あ
る
。
…（
中
略
）

定
家
の
作
っ
た
青
表
紙
原
本
の
意
で
は
な
く
、
実
隆
が
認
め
た「
青
表
紙
証
本
」、
即
ち
三
条
西
家
の
家
の「
証
本
」の
意
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。注1
注

　

し
か
し
稿
者
は
、
前
稿
に
お
い
て
〈
狭
義
の
三
条
西
家
本
〉、
す
な
わ
ち
〈
実
隆
が
自
身
の
手
沢
本
と
し
て
作
成
し
、
三
条
西
家
で
実
際

に
用
い
ら
れ
て
き
た
本
文
〉の
系
譜
か
ら
、
こ
の
書
陵
部
本
は
除
外
す
べ
き
だ
と
論
じ
た
。
理
由
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
書
陵
部
本
に
三
条
西
家
の
蔵
書
印
は
無
く
、
現
行
の
蔵
書
印
は
書
陵
部
の
印
の
み
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
書
陵
部
本
は
豪
華
な

装
丁
で
、
全
冊
見
事
な
ま
で
に
書
式
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、
実
隆
が
奥
書
の
署
名
に
「
亜
槐
下
拾
遺
小
臣
」（
夢
浮
橋
）
と
謙
称
を
用
い
て

い
る
こ
と
等
か
ら
、
貴
顕
に
献
上
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
写
本
と
見
ら
れ
る
こ
と
。

　

第
二
に
、
書
陵
部
本
は
寄
合
書
き
で
、
実
隆
も
篝
火
巻
の
書
写
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
際
彼
は〈
文
明
本
〉を
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
、



― 71 ―

一一二　紅梅文庫旧蔵本源氏物語（写本五十二帖）について

紅
梅
文
庫
本
の
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。
一
方
書
陵
部
本
の
他
の
巻
々
、
就
中
河
内
本
系
と
さ
れ
る
玉
鬘
・
匂
宮
や
、
別
本
と
さ
れ
る

須
磨
・
梅
枝
・
柏
木
・
宿
木
は
、
紅
梅
文
庫
本
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
書
陵
部
本
は
実
隆
の〈
文
明
本
〉を
も
と
に
全
冊
書
写

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
底
本
を
も
と
に
し
て
作
成
し
た
、
取
混
ぜ
本
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
で
は
ど
の
巻
に
ど
の
写
本
を
宛
て
る
か
と
い
っ
た
底
本
の
選
定
を
、
実
隆
が
行
っ
て
い
た
の
か
と
い
え
ば
、
ど
う
も
そ
う
と

も
思
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら〈
文
明
本
〉の
な
か
で
も
実
隆
が
最
も
自
負
し
て
い
た
の
は
、
宗
祇
持
参
の「
青
表
紙
正
本
箒
木
」と
校
合
済
み

の
箒
木
巻
だ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
仮
に
底
本
の
選
定
が
実
隆
に
任
せ
ら
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
箒
木
に
は
当
然〈
文
明
本
〉を
用
い
た
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
紅
梅
文
庫
本
を
書
陵
部
本
箒
木
の
底
本
と
は
判
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
書
陵
部
本
に
は
全
冊
に
校
合
を
終
え
た
と
い
う
実
隆
の
花
押
が
押
し
て
あ
る
。
で
は
実
隆
は
、
清
書
さ
れ
て
戻
っ
て
き
た
書

陵
部
本
を
、
全
巻〈
文
明
本
〉で
校
合
し
訂
正
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
紅
梅
文
庫
本
と
異
同
が
み
ら
れ
る
箇
所
で
も
書
陵
部
本
に
は
何
も

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
仮
説
は
成
り
立
た
な
い
。
お
そ
ら
く
実
隆
は
、
寄
合
書
き
の
参
加
者
た
ち
が
底
本
通
り
書
写
し
て
い
る
か
を
確

認
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

　

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
書
陵
部
本
は
貴
顕
に
献
上
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
実
隆
の
主
体
的
な
関
与
は
見
い
出

し
が
た
い
の
で
あ
る
。
慥
か
に
実
隆
は
篝
火
の
書
写
を
担
当
し
、
全
冊
校
合
し
、
奥
書
を
起
草
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
命
じ
ら
れ
て
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
奥
書
に「
以
青
表
紙
証
本
令
書
写
校
合
」と
揮
毫
し
た
の
も
、
発
起
人
や
底
本
提
供
者
た
ち
へ
の
配
慮
が
働

い
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
以
上
が
、〈
狭
義
の
三
条
西
家
本
〉の
系
譜
か
ら
書
陵
部
本
を
外
し
、
散
逸
し
た〈
文
明
本
〉

の
代
わ
り
と
な
る
紅
梅
文
庫
本
を
置
い
て
再
検
討
し
て
み
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

猶
、「
な
ぜ
、
い
ま
、
三
条
西
家
本
な
の
か
」と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
、
紅
梅
文
庫
本
の
影
印
に
併
せ
て
詳
述
し
て
い
き

た
い
。
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付
、
紅
梅
文
庫
本
影
印「
桐
壺
」「
箒
木
」

【
書
誌
】

一
、
紺
無
地
誂
三
帙
入
り
。
帙
題
簽
「
源
氏
物
語
〔
三
条
西
実
隆
本
伝
写
／
足
利
末
期
古
写
本
〕
全
五
十
三
帖
の
内　

上
（
中
・
下
）
帙
」（
月
明
荘
）。

写
本
五
十
二
帖（
蓬
生
巻
と
若
菜
上
巻
欠
、
総
角
は
元
禄
十
三
年
の
後
補
）。

一
、
列
帖
装（
四
孔
。
紺
色
糸
他
）。
少
な
か
ら
ざ
る
帖
が
綴
糸
の
切
れ
た
ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

一
、
表
紙
寸
法
、
桐
壺
巻
の
場
合
、
縦
十
八
．〇
×
横
十
八
．四
糎
。
全
冊
ほ
ぼ
同
じ
六
半
本
。

一
、
全
冊
、
紺
無
地
紙
表
紙
で
中
央
に
紅
色
書
題
簽（
寸
法
、
縦
十
．八
×
横
二
．五
糎
）を
押
す
。
巻
名
の
み
を
墨
書
し
、
題
字
は
総
角

巻
を
除
き
全
冊
一
筆
。
ま
た
総
角
を
除
く
各
冊
後
見
返
し
等
に
、
巻
序
と
巻
名
を
墨
書
し
た
付
箋
を
有
す
る
。

一
、
本
文
料
紙
、
楮
斐
漉
き
交
ぜ
。

一
、
全
冊
前
遊
紙
一
丁
を
お
い
て
二
丁
表
よ
り
書
写
し
、
片
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
一
字
下
げ
の
分
か
ち
書
き
で
、
後
続
の
地
の
文
が

そ
の
ま
ま
続
く
形
式
。
後
遊
紙
は
多
く
が
一
、二
丁
で
、
最
大
で
も
三
丁（
玉
鬘
と
夢
浮
橋
の
み
）で
収
ま
る
。

一
、
夢
浮
橋
巻
に
次
の
本
奥
書
が
あ
る
。

本
云此

物
語
五
十
四
帖
以
侍
従
大
納
言
実
―
卿

自
筆
本
上
﨟
局〔
法
雲
院
／
左
大
臣
女
〕手
自
被
書

写
者
也
深
秘
不
可
遣
他
所
而
已

明
応
四
年
六
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

李
部
王
判



― 73 ―

一一二　紅梅文庫旧蔵本源氏物語（写本五十二帖）について

一
、
冒
頭
三
丁
を
確
認
し
た
限
り
、
全
冊
青
表
紙
本
系
。
但
し
各
帖
巻
末
に
奥
入
は
無
い
。
ま
た
朱
墨
両
筆
に
よ
る
句
点
・
鉤
点
・
本

文
訂
正
・
異
文
表
示
、
稀
に
読
み
仮
名
や
注
記
が
加
わ
る
。
こ
れ
ら
の
加
筆
は
総
角
巻
を
除
く
全
冊
に
見
ら
れ
る
。

一
、
総
角
巻
の
奥
に
当
該
冊
の
書
写
奥
書
と
識
語
が
あ
る
。

「
此
壱
帖
或
人
依
／
所
望
書
写
了
／
元
禄
十
三
年
四
月
日　

権
中
納
言
隆
真
」（
一
二
四
丁
裏
・
書
写
奥
書
）

「
油
小
路
中
納
言
殿
」（
一
二
五
丁
表
・
付
箋
）

　

後
補
者「
隆
真
」は
油
小
路
中
納
言
隆
真
の
こ
と
か
。

一
、
行
幸
巻
に
次
の
付
箋
が
あ
る
。

　
　
「
栄
雅
女
一
位
殿
と
申
／
筆
に
て
候
と
京
山
田
／
久
海
被
申
候
／
〔
川
勝
宗
久
は
一
位
殿
よ
り
古
て
□
カ
あ
と
也
〕」

一
、
蔵
書
印
は「
紅
梅
文
庫
」（
単
郭
朱
文
方
印
、
前
田
善
子
氏
）の
み
。

注1	

井
上
宗
雄『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期
』（
昭
和
五
十
九
年
改
訂
新
版
、
風
間
書
院
）に
よ
れ
ば
、「
若
年
の
実
隆
が
、
後
年
貴
族
社
会
に

お
け
る
最
高
の
文
化
人
・
古
典
学
者
と
し
て
君
臨
し
え
た
素
地
は
こ
の
時
期
か
ら
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
」（
二
二
一
頁
）と
す
る
。

2	

『
国
史
大
事
典
』（
昭
和
六
十
年　

吉
川
弘
文
館
）所
収「
後
柏
原
天
皇
」項
。

3	

引
用
は『
実
隆
公
記
』（
昭
和
五
十
四
年
第
二
刷
、
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
）に
よ
っ
た
。
但
し
割
注
部
分
は〔　

〕印
で
示
し
、
私
に
句
読
点
や

傍
線
を
施
し
た
。
以
下
同
様
。

4	

享
禄
二
年
八
月
二
十
五
日「
姉
小
路
源
氏
十
七
帖
、
中
院
被
送
之
。」・
享
禄
四
年
五
月
二
十
二
日「
姉
小
路
源
氏
十
八
冊
、
遣
中
院
。
悉
所
返
送

也
。
若
菜
上
、
在
師
賢
朝
臣
所
。
理
覚
院
可
被
相
届
之
由
、
遣
了
。」等
々
。

5	

邦
高
親
王
時
代
か
ら
五
十
年
ほ
ど
遡
っ
て
し
ま
う
が
、『
看
聞
日
記
』に
よ
れ
ば
、
伏
見
宮
家
に
は「
廊
御
方
・
東
御
方
・
南
御
方
・
春
日
・
近
衛
」

等
と
と
も
に
、「
上
﨟
」と
い
う
女
房
名
も
み
え
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
こ
も「
上
﨟
」と
は「
上
級
の
女
房
」と
い
う
意
味
で
は
無
く
、
固
有
名
詞
と

し
て
用
い
ら
れ
た
と
判
断
し
て
お
く
。
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6	

実
隆
は
姉
小
路
家
で
作
成
さ
れ
た〈
文
明
本
〉の
転
写
本
に
つ
い
て
も
、
同
家
の
依
頼
を
請
け「
銘
」を
記
し
て
お
り
、『
公
記
』に
は
姉
小
路
羽
林

源
氏
物
語
新
写
五
十
四
帖
出
来
持
来
之
、
令
一
見
之
〔
予
先
日
書
銘
、
以
予
本
所
写
也
〕」（
明
応
六
年
正
月
二
十
八
日
条
）と
あ
る
。
な
お
書
陵
部
本
の

実
隆
奥
書
に「
銘
是
当
代
宸
翰
也
」と
あ
る
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源
氏
物
語
大
成
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昭
和
五
十
四
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第
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刷
、
中
央
公
論
社
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9	

『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
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一
九
九
九
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岩
波
書
店
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前
田
善
子
」項
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10	

「〔
文
学
部
日
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学
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設
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池
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二
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六
〇
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東
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大
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園
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目
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展
―
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の
仕
事
―
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二
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一
五
年
一
二
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東
海
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
・
東
海
大
学
附
属
図
書
館
刊
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示
目
録
。

11	

異
同
調
査
に
際
し
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対
校
本
は
す
べ
て
訂
正
以
後
の
本
文
で
比
較
し
た
。
訂
正
に
よ
る
本
文
の
変
容
が
大
き
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と
さ
れ
て
い
る
大
島
本
だ
が
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柏
木
の
場
合
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大
島
本
が
訂
正
に
よ
っ
て
定
家
本
と
対
立
し
た
の
は
二
例
で
あ
る
。

12	

「
底
本
・
校
合
本
解
題
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昭
和
五
十
八
年
第
一
二
版　

小
学
館『
日
本
古
典
文
学
全
集　

源
氏
物
語（
六
）』所
収
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